
(57)【要約】

【課題】ＣＶＴの動作中おける騒音の発生を効果的に抑

制する。

【解決手段】ピンの接触端面において、（ａ）移動方向

に延在して湾曲部または進入側に収斂する少なくとも１

段の傾斜部が形成されている、および／または（ｂ）ピ

ンの接触端面上において、上下方向の少なくとも一部に

亙って延在して湾曲部または傾斜部が形成されている、

および／または（ｃ）上下方向と移動方向の少なくとも

一方に延在する凹溝が少なくとも１本形成されている。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 移 動 方 向 に 延 在 し て 湾 曲 部 ま た は 進 入 側 に 収 斂 す る 少 な く と
も １ 段 の 傾 斜 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｖ Ｔ 用 伝 動 チ ェ ー ン の ピ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 移 動 方 向 の 全 域 に 延 在 し て 湾 曲 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
１ 段 の 傾 斜 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
２ 段 の 傾 斜 部 が 連 続 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 上 下 方 向 の 少 な く と も 一 部 に 亙 っ て 延 在 し て 湾 曲 部 ま た は 傾
斜 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｖ Ｔ 用 伝 動 チ ェ ー ン の ピ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 上 下 方 向 と 移 動 方 向 の 少 な く と も 一 方 に 延 在 す る 凹 溝 が 少 な
く と も １ 本 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｖ Ｔ 用 伝 動 チ ェ ー ン の ピ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 上 下 方 向 に 延 在 す る 凹 溝 が 少 な く と も １ 本 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ピ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 移 動 方 向 に 延 在 す る 凹 溝 が 少 な く と も １ 本 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ピ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 上 下 方 向 と 移 動 方 向 に 延 在 す る 凹 溝 が 少 な く と も １ 本 ず つ 形
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ピ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
ピ ン の 接 触 端 面 に お い て 、 移 動 方 向 に 延 在 し て 湾 曲 部 ま た は 進 入 側 に 収 斂 す る 少 な く と も
１ 段 の 傾 斜 部 が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 上 下 方 向 の 少 な く と も 一 部 に 亙 っ て 延 在 し て 湾
曲 部 が 形 成 さ れ 、 さ ら に 上 下 方 向 と 移 動 方 向 の 少 な く と も 一 方 に 延 在 す る 凹 溝 が 少 な く と
も １ 本 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｖ Ｔ 用 伝 動 チ ェ ー ン の ピ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
こ の 発 明 は Ｃ Ｖ Ｔ 用 伝 動 チ ェ ー ン の ピ ン に 関 す る も の で あ り 、 特 に 車 両 用 Ｃ Ｖ Ｔ （ 連 続 無
段 変 速 伝 動 装 置 ） の 伝 動 チ ェ ー ン に 用 い ら れ る ピ ン の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の 明 細 書 に お い て 「 接 触 端 面 」 と は ピ ン の コ ー ン プ ー リ ー 作 用 面 に 接 触 す る 端 面 を 言 い
、 「 軸 方 向 」 と は ピ ン に つ い て 両 接 触 端 面 を 指 向 す る 方 向 を 言 い 、 「 移 動 方 向 」 と は ピ ン
の チ ェ ー ン へ の 装 着 状 態 に お い て チ ェ ー ン の 周 行 方 向 と 平 行 で 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 を 言
い 、 「 上 下 方 向 」 と は 軸 方 向 お よ び 移 動 方 向 と 直 交 す る 方 向 を 言 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 従 来 技 術 】
Ｃ Ｖ Ｔ に お い て は ２ 組 の 離 間 す る コ ー ン プ ー リ ー 対 間 に 複 数 の 並 設 さ れ た 無 端 状 の 伝 動 チ
ェ ー ン が 巻 回 さ れ て お り 、 各 コ ー ン プ ー リ ー 対 は 離 間 相 対 向 す る 円 錐 台 状 の ２ 個 の コ ー ン
プ ー リ ー か ら 構 成 さ れ て い る 。 並 設 さ れ た チ ェ ー ン は 連 設 さ れ た 多 数 の リ ン ク か ら 構 成 さ
れ て い て 、 こ れ ら の リ ン ク を 共 通 の ピ ン が 貫 通 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｃ Ｖ Ｔ の 動 作 時 に は ピ ン の 接 触 端 面 と 回 転 す る コ ー ン プ ー リ ー 作 用 面 と の 摩 擦 接 触 に よ り
駆 動 さ れ て 、 チ ェ ー ン が 周 行 す る 。 こ の コ ー ン プ ー リ ー 作 用 面 と の 接 触 の た め に ピ ン の 接
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触 端 面 は 上 下 方 向 に 通 常 １ １ 度 の 傾 斜 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
以 上 の よ う な 構 成 に お い て チ ェ ー ン が 周 行 し て あ る リ ン ク が コ ー ン プ ー リ ー に 近 づ く と そ
れ に 係 合 す る ピ ン が コ ー ン プ ー リ ー 対 に 進 入 し て い く 。 こ の と き ピ ン の 接 触 端 面 が コ ー ン
プ ー リ ー の 作 用 面 と 激 し く 打 撃 接 触 し て 、 騒 音 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 騒 音 は 単 位 時 間 当 た り の 打 撃 エ ネ ル ギ ー の 大 き さ に よ っ て 決 ま っ て く る 。 ま た 打 撃 エ
ネ ル ギ ー の 大 き さ は ピ ン の 持 つ 運 動 エ ネ ル ギ ー す な わ ち 移 動 速 度 の 二 乗 に 比 例 す る 。 し た
が っ て Ｃ Ｖ Ｔ の 動 作 が 高 速 化 す る ほ ど 騒 音 の 発 生 も 大 き く か つ 激 し く な る 。 し か し 従 来 の
Ｃ Ｖ Ｔ に あ っ て は こ の よ う な 騒 音 の 発 生 に 対 す る 効 果 的 な 対 策 は 殆 ど 採 ら れ て い な い の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
か か る 従 来 技 術 の 現 状 に 鑑 み て こ の 発 明 の 目 的 は 、 Ｃ Ｖ Ｔ の 動 作 中 に お け る 騒 音 の 発 生 を
効 果 的 に 抑 制 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め こ の 発 明 の Ｃ Ｖ Ｔ 用 伝 動 チ ェ ー ン の ピ ン は ピ ン の 接 触 端 面 に お い て 、 （ ａ ） 移 動
方 向 に 延 在 し て 湾 曲 部 ま た は 進 入 側 に 収 斂 す る 少 な く と も １ 段 の 傾 斜 部 が 形 成 さ れ て い る
、 お よ び ／ ま た は （ ｂ ） ピ ン の 接 触 端 面 上 に お い て 、 上 下 方 向 の 少 な く と も 一 部 に 亙 っ て
延 在 し て 湾 曲 部 ま た は 傾 斜 部 が 形 成 さ れ て い る 、 お よ び ／ ま た は （ ｃ ） 上 下 方 向 と 移 動 方
向 の 少 な く と も 一 方 に 延 在 す る 凹 溝 が 少 な く と も １ 本 形 成 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 作 用 】
湾 曲 部 ま た は 傾 斜 部 ま た は 凹 溝 の 存 在 に よ り コ ー ン プ ー リ ー の 作 用 面 と ピ ン の 接 触 端 面 と
の 間 に オ イ ル 溜 り が 形 成 さ れ こ れ が 一 種 の ク ッ シ ョ ン 作 用 を す る 。 湾 曲 部 ま た は 傾 斜 部 の
存 在 に よ り ピ ン が コ ー ン プ ー リ ー 間 に ス ム ー ス に 進 入 す る 。 ま た 凹 溝 間 に 存 在 す る 凸 条 ま
た は 突 起 部 分 が 振 動 し て 打 撃 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 。 こ れ ら の 結 果 騒 音 の 発 生 が 効 果 的 に
抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 例 】
図 １ に 示 す の は コ ー ン プ ー リ ー と 接 触 状 態 に あ る チ ェ ー ン で あ っ て 、 図 中 １ は リ ン ク を 、
３ は ピ ン を 、 ５ は ス ト リ ッ プ を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 図 ２ に 示 す の は ピ ン ３ で あ っ て Ａ － Ａ で 示 す の が 軸 方 向 、 Ｂ － Ｂ で 示 す の が 移 動 方 向
、 Ｃ － Ｃ で 示 す の が 上 下 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ に 示 す の は 第 １ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 で あ っ て 、 ピ ン ３ の 接 触 端 面 に お い て 移 動 方 向
に 延 在 す る 湾 曲 部 ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 湾 曲 部 ３ １ は 接 触 端 面 の 移 動 方 向 全 域 に 亙
っ て 形 成 し て も よ く 、 移 動 方 向 の 一 部 に 形 成 し て も よ い 。 湾 曲 部 ３ １ の 曲 率 半 径 Ｒ は 湾 曲
部 の 幅 ｄ が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ に な る よ う に 定 め る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う な 湾 曲 部 ３ １ の 存 在 に よ り コ ー ン プ ー リ ー の 作 用 面 と ピ ン の 接 触 端 面 と の 間 に オ
イ ル 溜 り が 形 成 さ れ こ れ が 一 種 の ク ッ シ ョ ン 作 用 を す る 。 湾 曲 部 ま た は 傾 斜 部 の 存 在 に よ
り ピ ン が コ ー ン プ ー リ ー 間 に ス ム ー ス に 進 入 す る 。 そ の 結 果 騒 音 の 発 生 が 効 果 的 に 抑 制 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ４ に 示 す の は 第 １ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 で あ っ て 、 ピ ン ３ の 接 触 端 面 に お い て 進 入 側 に
収 斂 す る １ 段 の 傾 斜 部 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 図 中 移 動 方 向 （ Ｂ － Ｂ ） の 右 側 が コ ー ン プ
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ー リ ー へ の 進 入 側 で あ る 。 傾 斜 部 ３ ２ の 幅 ｄ は 約 ０ ． ２ ｍ ｍ に 設 定 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 傾 斜 部 ３ ２ の 存 在 に よ り コ ー ン プ ー リ ー の 作 用 面 と ピ ン の 接 触 端 面 と の 間 に オ
イ ル 溜 り が 形 成 さ れ こ れ が 一 種 の ク ッ シ ョ ン 作 用 を す る 。 ま た 傾 斜 部 ３ ２ の 存 在 に よ り ピ
ン が コ ー ン プ ー リ ー 間 に ス ム ー ス に 進 入 す る 。 そ の 結 果 騒 音 の 発 生 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ に 示 す の は 第 １ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 で あ っ て 、 ピ ン ３ の 接 触 端 面 に お い て 進 入 側 に
収 斂 す る ２ 段 の 傾 斜 部 ３ ３ 、 ３ ４ が 連 続 し て 形 成 さ れ て い る 。 図 中 移 動 方 向 （ Ｂ － Ｂ ） の
右 側 が コ ー ン プ ー リ ー へ の 進 入 側 で あ る 。 各 傾 斜 部 ３ ３ 、 ３ ４ の 幅 ｄ は ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ
ｍ に 設 定 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な 傾 斜 部 ３ ３ 、 ３ ４ の 存 在 に よ り コ ー ン プ ー リ ー の 作 用 面 と ピ ン の 接 触 端 面 と の
間 に オ イ ル 溜 り が 形 成 さ れ こ れ が 一 種 の ク ッ シ ョ ン 作 用 を す る 。 ま た 傾 斜 部 の 存 在 に よ り
ピ ン が コ ー ン プ ー リ ー 間 に ス ム ー ス に 進 入 す る 。 そ の 結 果 騒 音 の 発 生 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ６ に 示 す の は 第 ２ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 で あ っ て 、 ピ ン ３ の 接 触 端 面 上 に お い て 、 上 下
方 向 （ Ｃ － Ｃ ） の 少 な く と も 一 部 に 亙 っ て 延 在 し て 湾 曲 部 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う な 湾 曲 部 ３ ５ の 存 在 に よ り コ ー ン プ ー リ ー の 作 用 面 と ピ ン の 接 触 端 面 と の 間 に オ
イ ル 溜 り が 形 成 さ れ こ れ が 一 種 の ク ッ シ ョ ン 作 用 を す る 。 そ の 結 果 騒 音 の 発 生 が 効 果 的 に
抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ７ に 示 す の は 第 ２ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 で あ っ て 、 ピ ン ３ の 接 触 端 面 上 に お い て 、 上 下
方 向 （ Ｃ － Ｃ ） の 少 な く と も 一 部 に 亙 っ て 延 在 し て 傾 斜 部 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う な 傾 斜 部 ３ ６ の 存 在 に よ り コ ー ン プ ー リ ー の 作 用 面 と ピ ン の 接 触 端 面 と の 間 に オ
イ ル 溜 り が 形 成 さ れ こ れ が 一 種 の ク ッ シ ョ ン 作 用 を す る 。 そ の 結 果 騒 音 の 発 生 が 効 果 的 に
抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 第 ２ の 発 明 の 構 成 は 適 宜 第 １ の 発 明 と 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ８ に 示 す の は 第 ３ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 で あ っ て 、 ピ ン ３ の 接 触 端 面 に は 上 下 方 向 に 延
在 し て 複 数 の 凹 溝 ３ ７ が 互 い に 平 行 に 刻 設 さ れ て い る 。 ま た 図 ９ に 示 す の は 第 ３ の 発 明 の
第 ２ の 実 施 例 で あ っ て 、 ピ ン ３ の 接 触 端 面 に は 移 動 方 向 に 延 在 し て 複 数 の 凹 溝 ３ ８ が 互 い
に 平 行 に 刻 設 さ れ て い る 。 さ ら に 図 １ ０ に 示 す の は 第 ３ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 で あ っ て 、
ピ ン ３ の 接 触 端 面 に は 上 下 方 向 お よ び 移 動 方 向 に 延 在 し て 複 数 の 凹 溝 ３ ７ 、 ３ ８ が 互 い に
平 行 に ま た 互 い に 直 交 し て 刻 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 第 ３ の 発 明 の 場 合 に は 、 凹 溝 ３ ７ 、 ３ ８ の 存 在 に よ り コ ー ン プ ー リ ー の 作 用 面 と ピ ン
の 接 触 端 面 と の 間 に オ イ ル 溜 り が 形 成 さ れ こ れ が 一 種 の ク ッ シ ョ ン 作 用 を す る 。 ま た コ ー
ン プ ー リ ー の 作 用 面 と の 打 撃 接 触 の 際 に 凹 溝 間 の 凸 状 部 分 ま た は 突 起 部 分 が 振 動 す る 。 つ
ま り 打 撃 エ ネ ル ギ ー が 振 動 エ ネ ル ギ ー に 変 換 さ れ て そ れ だ け 音 エ ネ ル ギ ー へ の 変 換 が 低 減
さ れ る の で 、 そ の 結 果 騒 音 の 発 生 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 第 ３ の 発 明 の 他 の 実 施 例 と し て 図 １ １ に 示 す よ う に ピ ン ３ の 接 触 端 面 の 一 部 ま た は 全
体 に 亙 っ て 凹 部 ３ ９ を 形 成 し て オ イ ル 溜 り と し て も よ い 。 さ ら に こ の よ う な 凹 部 ３ ９ を 図
８ ～ １ ０ に 示 す よ う な 凹 溝 と 適 宜 組 み 合 わ せ て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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以 上 記 載 し た 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 発 明 と 適 宜 組 合 せ て 採 用 し て も よ い 。 さ ら に １ 個 の
ピ ン ３ の 両 接 触 端 面 を 異 な る 構 成 （ 例 え ば 一 方 の 接 触 端 面 に は 第 １ の 発 明 を 採 用 し 、 他 方
の 接 触 端 面 に は 第 ２ の 発 明 を 採 用 す る な ど の 組 合 せ ） と し て 、 そ の よ う な ピ ン ３ を ラ ン ダ
ム に 連 設 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 以 上 の 実 施 例 に お い て は 、 １ 個 の リ ン ク に ２ 個 の 孔 を 形 成 し 、 そ れ ぞ れ の 孔 に １ 個
の ピ ン を 配 置 し て あ る 。 し か し １ 個 の 孔 に ２ 個 の ピ ン を 配 置 し た 構 成 の 場 合 に も こ の 発 明
は 適 用 で き る 。 つ ま り １ 個 の 孔 に 配 置 す る ピ ン の 個 数 に 関 係 な く 、 こ の 発 明 の 適 用 に よ り
所 期 の 効 果 、 す な わ ち 騒 音 の 抑 制 効 果 を 奏 す る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
オ イ ル 溜 り の ク ッ シ ョ ン 作 用 お よ び ／ ま た は コ ー ン プ ー リ ー 間 へ の ス ム ー ス な 進 入 お よ び
／ ま た は ピ ン の 一 部 の 振 動 な ど に よ り 騒 音 の 発 生 が 大 幅 に 抑 制 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 コ ー ン プ ー リ ー と 接 触 状 態 に あ る チ ェ ー ン の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ピ ン の 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 接 触 端 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ３ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 接 触 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 接 触 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ３ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 接 触 端 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 　 リ ン ク
３ ： 　 ピ ン
３ １ ： 　 湾 曲 部
３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ ： 　 傾 斜 部
３ ５ ： 　 湾 曲 部
３ ６ ： 　 傾 斜 部
３ ７ 、 ３ ８ ： 　 凹 溝
３ ９ ： 　 凹 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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